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広
報
委
員
リ
レ
ー
見
聞
録

日
吉
神
社
よ
り

道
路
の
里
親
運
動

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

■
公
民
館
清
掃

●
四
月
十
六
日
（
日
）
第
二
十
七
班
の
皆
様

●
四
月
二
十
三
日
（
日
）
第
二
十
八
班
の
皆
様

●
午
前
八
時
よ
り

予
定
が
行
事
と
重
な
っ
た
場
合
な
ど
、
変
更
が
あ

る
場
合
は
防
災
無
線
に
て
お
知
ら
せ
を
致
し
ま

す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
四
月
十
五
日
（
土
）
第
十
三
・
十
四
・
十
五

班

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

交
代
要
員
を
出
し
て
下
さ
い
。

●
花
粉
症
に
つ
い
て
●

今
や
国
民
病
と
も
言
え
る
「
花
粉
症
」
に
つ
い
て
で
す
。

私
も
花
粉
症
と
診
断
さ
れ
、
早
二
十
年
位
経
ち
ま
す
。

毎
年
、
春
先
に
な
る
頃
に
鼻
炎
と
目
の
ゴ
ロ
ゴ
ロ
状
態

に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
者
に
行
か
ず
に
市
販
薬
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
理
由
は
億
劫
だ
っ
た
り
、
時
間
が

取
れ
な
か
っ
た
り
で
す
。

本
当
に
困
っ
た
ら
診
察
へ
行
く
と
は
思
い
ま
す
。

改
め
て
対
応
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

花
粉
を
避
け
る
対
策
と
し
て

①
マ
ス
ク
、
眼
鏡
、
帽
子
を
着
用
す
る
。

②
表
面
が
す
べ
す
べ
し
た
素
材
の
コ
ー
ト
を
着
用
す
る
。

③
帰
宅
時
に
衣
服
や
髪
を
よ
く
払
っ
て
か
ら
入
室
す
る
。

④
入
室
後
、
す
ぐ
に
う
が
い
、
手
洗
い
、
洗
顔
を
す
る
。

⑤
窓
、
戸
を
な
る
べ
く
閉
め
て
お
く
。

⑥
洗
濯
物
の
外
干
し
は
避
け
、
室
内
干
し
や
乾
燥
機
を

使
用
す
る
。

⑦
こ
ま
め
に
掃
除
を
す
る
。

⑧
空
気
清
浄
器
を
使
用
す
る
。

が
あ
り
ま
す
。
余
程
気
を
付
け
な
い
と
続
け
ら
れ
そ
う

に
な
い
で
す
。

市
販
薬
で
す
が
フ
ェ
キ
ソ
フ
ェ
ナ
ジ
ン
塩
酸
塩
（
ア
レ

グ
ラ
な
ど
）
を
一
日
２
回
飲
み
ま
す
。
飲
ん
で
い
る
の

は
「
ア
レ
ル
ビ
」
と
い
う
名
前
で
す
。
二
十
四
時
間
い
つ

で
も
飲
ん
で
良
い
薬
な
の
で
効
き
目
が
強
い
空
腹
時

に
飲
み
ま
す
。

あ
と
鼻
の
ス
プ
レ
ー
剤
、
目
の
か
ゆ
み
止
め
で
す
。
春

先
二
か
月
間
、
も
っ
と
改
善
さ
れ
た
処
方
が
出
て
く
る

こ
と
を
望
み
ま
す
が
難
し
そ
う
で
す
ね
。

第
八
班

高
塚
巳
紀
雄

■
三
月
十
六
日
（
木
）

十
九
時
三
十
分
～

福
島
町
会
館

●
町
内
会
長

寒
暖
の
差
が
激
し
い
日
が
多
い
で
す
が
、
体
調
に
は

注
意
を
し
て
下
さ
い
。

マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
で
、
引
き
続
き
感
染

に
は
細
心
の
注
意
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
土
木
生
活
環
境
委
員
会

・
三
月
十
一
日
（
土
）
除
草
剤
の
散
布
を
実
施
。

散
布
先
は
西
部
線
路
沿
い
、
墓
場
周
辺
、
親
水
公
園

な
ど
。

・
三
月
十
九
日
（
日
）
道
路
の
里
親
運
動
を
実
施
。

・
三
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
～
墓
場
の
側
溝
泥

上
げ
を
実
施
。

●
福
祉
厚
生
委
員
会

四
月
上
旬
に
「
見
守
り
マ
ッ
プ
（
五
班
～
六
班
）」
を
作

成
予
定
。

●
広
報
委
員
会

今
号
の
作
成
・
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。

●
自
主
防
災
会

九
月
の
避
難
訓
練
の
内
容
を
検
討
中
。
実
施
方
法
や

福
島
町
会
館
に
お
け
る
「
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
。

●
防
災
委
員
会

四
月
二
日
（
日
）
消
防
幹
部
会
を
実
施
予
定
。

●
神
社
係

・
鳥
居
近
く
の
松
の
木
の
処
理
を
検
討
中
。

・
三
月
二
十
六
日
（
日
）
新
入
生
交
通
安
全
祈
願
祭

を
実
施
。

・
四
月
二
日
（
日
）
午
前
十
時
～
狛
犬
の
除
幕
式
。

・
四
月
九
日
（
日
）
百
寿
会
の
皆
様
に
よ
る
境
内
掃
除
。

・
四
月
十
五
日
（
土
）
春
ま
つ
り
。

●
公
民
館
運
営
委
員

・
四
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
～
西
川
遊
歩
道
草

む
し
り
。

・
五
月
二
十
一
日
（
日
）
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

内
容
詳
細
は
検
討
中
。

●
議
会

一
般
質
問
を
経
て
、
三
月
二
十
三
日
（
木
）
に
閉
会
予
定
。

●
町
内
会
長

・
六
月
十
一
日
（
日
）
ア
メ
シ
ロ
防
虫
作
業
。
五
班
に

分
か
れ
て
実
施
予
定
。
予
備
日
は
七
月
九
日
（
日
）
。

■
四
月
二
十
三
日
（
日
）
午
前
十
時
～

町
民
皆
様
の
憩
い
の
場
で
あ
る
西
川
遊
歩
道
の
草

む
し
り
を
実
施
致
し
ま
す
。

奮
っ
て
の
ご
参
加
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

三
月
十
五
日
（
水
）、
「
一
本
松
き
ら
く
園
」
に
能
美
市
か
ら

配
布
さ
れ
た
「
ビ
オ
ラ
」
と
「
パ
ン
ジ
ー
」
の
そ
れ
ぞ
れ
百
株

を
、
「
福
島
町
き
ら
く
会
」
に
よ
っ
て
植
栽
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
春
咲
き
の
花
が
一
杯
咲
き
出
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
、
花
壇
に
は
ベ
ン
チ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
気
楽
に
お
入
り
い
た
だ
き
、
く
つ
ろ
い
で
お
楽
し
み

下
さ
い
。

尚
、
福
島
町
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
「
福
島
町
き
ら
く

会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
ご
覧
下
さ
い
。

＊
場
所

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
い
し
か
わ
根
上
の
海
側
す

ぐ
横
で
す
。

■
映
画
鑑
賞

「
お
く
り
び
と
」
主
演
・
本
木
雅
弘

・
四
月
二
十
日
（
木
）
午
前
十
時
～

・
福
島
町
会
館

・
申
込
み
締
め
切
り
四
月
六
日
（
木
）

女
性
役
員
ま
で

・
会
費
三
〇
〇
円
（
申
込
み
時
）

・
終
了
後
に
弁
当
配
布

（
欠
席
の
場
合
三
日
前
ま
で
要
連
絡
）

■
日
吉
神
社
境
内
清
掃

・
四
月
九
日
（
日
）
午
前
八
時
～

「能美市主催健康教室」

毎月第２第４火曜日

４月１１日・２４日

午前１０時～

福島町会館にて

水分持参でお越下さいま

せ。

変更の場合は防災無線

にてお知らせいたします。

❒
令
和
五
年
度
の
巫
女
予
定
者

今
年
度
巫
女
に
予
定
し
て
い
る
女
子
児
童
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

六
人
の
グ
ル
ー
プ
で
神
楽
舞
を
し
ま
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

石
山
惺
美

梶
井
映
佑

田
頭
千
音

谷
口
璃
紗

福
島
莉
奈

吉
田
英
里
香

❒
春
祭
り

四
月
十
五
日
（
土
）
春
祭
り
を
執
り
行
い
ま
す
。

家
内
安
全
、
五
穀
豊
穣
の
お
祈
り
に
ご
家
族
お
揃
い
で
の

お
参
り
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
当
日
午
前
十
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で
六
年
生
に
進
級
す
る
女
子
児
童
が
神
楽

を
舞
い
ま
す
。
現
在
先
輩
か
ら
舞
い
方
を
習
い
、
春
ま
つ

り
に
向
け
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
可
愛
ら
し
い
神
楽
舞

を
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

❒
奉
納

壁
代

昨
年
の
長
寿
祝
い
に
お
い
て
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
川
畑

正
枝
様
、
中
本
信
子
様

御
両
人
よ
り
壁
代
一
枚
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
本
殿
に
向
か
っ
て
右
横
に
あ
り
ま
す
。

❒
境
内
掃
除
に
つ
い
て

四
月
九
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
「
百
寿
会
」
の
境
内
掃
除
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

❒
狛
犬
の
奉
納
に
つ
い
て

神
社
前
の
狛
犬
に
お
い
て
は
風
化
が
激
し
い
為
に
、
以
前

よ
り
新
た
に
奉
納
し
て
頂
く
為
に
、
平
成
三
十
年
か
ら
令

和
四
年
ま
で
の
初
老
、
還
暦
の
方
に
よ
る
奉
納
金
を
、
五

年
に
亘
り
積
み
立
て
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
の

春
祭
り
ま
で
に
奉
納
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
よ

り
の
裏
面
を
借
り
ま
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

尚
、
除
幕
式
は
四
月
二
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
執
り
行
い

ま
す
。

西
川
遊
歩
道
草
む
し
り

三
月
十
九
日
（
日
）
、
し
ら

さ
ぎ
の
里
の
街
路
樹
沿

い
の
ご
家
庭
に
、
お
花

を
配
布
致
し
ま
し
た
。

街
路
樹
へ
の
植
栽
に
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
花
い
っ
ぱ
い
の
福

島
町
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

三
月
二
十
一
日
（
日
）
、
福
島

町
に
謂
れ
の
深
い
お
地
蔵
様

を
法
要
致
し
ま
し
た
。

福
島
町
交
差
点
海
側
に
お
ら

れ
、
毎
年
、
春
・
秋
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
先
人
の
皆
様
に

感
謝
を
し
、
皆
様
も
ぜ
ひ
お

参
り
下
さ
い
ま
せ
。

合
掌
地
蔵
春
の
法
要

役
員
会
報
告


